
陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
一
三

は
じ
め
に

染
織
品
は
、
繊
維
そ
の
も
の
に
耐
久
性
が
乏
し
い
た
め
、
伝
世
し
に
く
い
。

ま
た
、
建
築
、
書
画
、
彫
刻
に
比
較
す
る
と
、
衣
類
や
調
度
品
と
い
う
日
常
的

な
実
用
品
の
形
で
用
い
ら
れ
る
染
織
工
芸
は
、
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
的
に
見
て
も
、
現
存
す
る
古
代
の
染
織
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、

埋
葬
地
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
代
の
染
織
品
を
考
え
る
と
き
、
現
存
遺
物
が
最
も
ま
と
ま
っ
た
件
数
が
み

ら
れ
、
か
つ
ま
た
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
茶
文
化
の
中
で
珍
重

さ
れ
て
き
た
「
名
物
裂
」
に
含
ま
れ
る
一
群
の
染
織
品
で
あ
る
。
日
本
の
中
世

か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
勘
合
貿
易
や
朱
印
船
貿
易
な
ど
に
伴
い
、
数
多
く

の
染
織
品
が
は
る
ば
る
と
海
を
渡
り
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
染
織

品
は
舶
載
当
初
、
高
僧
の
袈
裟
や
猿
楽
の
装
束
、
寺
社
の
戸
帳
や
打
敷
な
ど
と

し
て
使
用
さ
れ
た
。
や
が
て
茶
道
の
興
隆
に
と
も
な
っ
て
、
茶
の
世
界
に
持
ち

込
ま
れ
、
茶
入
の
仕
覆
や
表
装
裂
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
当
時
の
茶
会
記
に
は

し
ば
し
ば
こ
れ
ら
の
染
織
品
の
記
録
が
み
ら
れ
、
茶
人
た
ち
が
そ
れ
ら
に
固
有

の
呼
称
を
つ
け
て
珍
重
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
裂
地
の
断

片
ま
で
も
大
切
に
さ
れ
、
ア
ル
バ
ム
状
に
貼
付
し
た
裂
手
鑑
が
多
く
作
ら
れ
た
。

明
代
の
染
織
工
芸
を
論
じ
る
際
、
名
物
裂
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

宝
庫
と
い
え
る
。

し
か
し
、
名
物
裂
の
故
郷
で
あ
る
中
国
で
は
、「
名
物
裂
」
と
い
う
名
称
や

存
在
す
ら
、
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
一
方
、
日
本
の
名
物
裂
を

研
究
す
る
に
は
、
中
国
の
染
織
の
状
況
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

従
来
の
名
物
裂
研
究
で
は
、
中
国
側
の
同
類
品
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

一
九
六
八
年
に
西
村
兵
部
氏
を
代
表
と
し
て
「
名
物
裂
と
中
国
元
明
の
染
織
」

と
い
う
研
究
課
題
が
行
わ
れ
た
が
、
中
国
の
情
報
が
限
ら
れ
て
い
た
当
時
の
困

難
な
研
究
環
境
の
せ
い
か
、
研
究
成
果
で
あ
る
『
名
物
裂
（
１
）』
と
い
う
本
の
中
で

は
、
中
国
の
作
品
は
一
、
二
例
し
か
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
小
笠
原
小

枝
氏
が
織
金
の
完
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
に
も
（
２
）、
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
は

陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

呉　
　
　
　
　

爽



一
一
四

近
年
の
わ
ず
か
な
出
土
例
だ
け
で
考
察
が
行
わ
れ
た
。
中
国
の
遺
品
が
ほ
と
ん

ど
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
有
効
な
比
較
研
究
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
明
の
染
織
品
は
仏
教
経
巻
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
も
の

が
驚
く
ほ
ど
多
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
中
国
側
で
の

資
料
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て
、
陝
西
省
の
智
果
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
永

楽
北
蔵
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
注
目
し
た
。
智
果
寺
蔵
北
蔵
は
全
部

で
四
一
三
九
冊
が
残
っ
て
お
り
、 
綾
、
平
絹
、
錦
、
緞
子
、
木
綿
な
ど
で
表
装

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
裂
の
模
様
は
約
五
百
種
類
に
の
ぼ
る
。
こ
の
表
装
に

用
い
ら
れ
た
染
織
品
は
、
も
と
も
と
内
庫
及
び
承
運
庫
、
広
恵
庫
、
広
盈
庫
、

賍
罰
庫
（
３
）に
保
存
さ
れ
た
織
物
で
あ
る
。
経
巻
は
北
京
で
表
装
さ
れ
て
各
地
の
寺

院
に
運
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
織
物
の
ほ
と
ん
ど
は
明
代
前
期
の
も
の
で
あ
り
、

一
部
は
宋
・
元
の
遺
品
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
宮
廷
に
お
け
る
最
高
級
の
織
物
で
表
装
さ
れ
た
巻
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
経

巻
中
の
『
萬
善
同
帰
巻
第
一
』
の
末
尾
に
「
慈
聖
宣
文
明
粛
皇
太
后
寶
」
と
い

う
慈
聖
皇
太
后
の
欽
印
も
確
認
さ
れ
た
た
め
、
洋
県
蔵
大
蔵
経
の
価
値
が
確
実

な
も
の
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
永
楽
北
蔵
の
歴
史
を
整
理
し
、
永
楽
北
蔵
に
注
目

す
る
理
由
を
述
べ
る
。
つ
ぎ
に
、
筆
者
自
身
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
世
界
各

地
に
散
在
す
る
永
楽
北
蔵
の
現
存
状
況
を
ま
と
め
、
智
果
寺
蔵
永
楽
北
蔵
の
価

値
と
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
現
地
洋
県
で
調
査
し
た
碑
文
や

関
連
資
料
を
も
と
に
、
智
果
寺
の
歴
史
や
永
楽
北
蔵
の
下
賜
状
況
を
考
察
し
、

長
年
放
置
さ
れ
て
虫
損
や
劣
化
に
よ
っ
て
傷
ん
だ
経
冊
を
修
復
す
る
作
業
を
紹

介
す
る
。
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
作
品
を
技
法
や
文
様
を
検
討
し
、
さ
ら
に

日
本
の
名
物
裂
と
比
較
し
、
名
物
裂
の
再
検
討
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
表
装
の

意
匠
に
お
け
る
等
級
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、
永
楽
北
蔵
の
成
立
と
現
存
状
況

中
国
で
は
、
四
世
紀
の
末
か
ら
漢
訳
仏
典
を
蒐
集
・
編
纂
す
る
作
業
が
行
わ

れ
て
き
た
（
５
）。
北
朝
の
北
魏
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
経
律
論
を
一
切
経
と
よ
び
、
南

朝
の
梁
で
は
大
蔵
経
と
よ
ん
だ
。
隋
か
ら
唐
初
に
か
け
て
大
蔵
経
の
内
容
は
次

第
に
定
ま
り
、
写
経
の
書
式
も
整
頓
を
み
た
（
６
）。
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に
編

纂
さ
れ
た
『
開
元
釈
教
録
』
と
貞
元
十
五
年
（
七
九
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞

元
新
定
釈
教
録
』
は
、
唐
か
ら
五
代
、
北
宋
初
ま
で
の
大
蔵
経
の
根
幹
と
な
っ

た
。
書
写
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
伝
播
さ
れ
た
大
蔵
経
は
、
印
刷
技
術
の
発
展
に
と

も
な
い
刊
刻
版
が
誕
生
す
る
と
、
さ
ら
に
ひ
ろ
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
宋
の
勅
版
大
蔵
経
は
刊
刻
さ
れ
た
最
初
の
大
蔵
経
（
７
）で
あ
り
、
太
祖
の
開
宝

四
年
（
九
七
一
）
に
蜀
で
開
版
さ
れ
、
太
宗
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
に

完
成
さ
れ
た
。
そ
の
印
刷
は
、
開
封
の
太
平
興
国
寺
に
設
置
さ
れ
た
印
経
院
で

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
宋
朝
の
功
徳
事
業
で
、
西
夏
、
高
麗
、
日
本
な
ど
の
近
隣

諸
国
に
も
贈
与
さ
れ
た
。
北
宋
勅
版
大
蔵
経
の
雕
印
か
ら
半
世
紀
を
経
ず
し
て
、

高
麗
で
は
顕
宗
（
一
〇
一
〇
〜
一
〇
三
一
）
の
と
き
、
契
丹
（
遼
）
で
は
興
宗

（
一
〇
三
一
〜
一
〇
五
二
）の
世
に
（
８
）、
そ
れ
ぞ
れ
大
蔵
経
の
出
版
が
企
図
さ
れ
た
。
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て

一
一
五

次
い
で
、
金
の
皇
統
九
年
（
一
一
四
九
）
頃
、
尼
僧
崔
法
珍
が
発
願
し
、
山
西

省
解
州
の
天
寧
寺
で
大
蔵
経
を
開
版
し
、
大
定
十
八
年
（
一
一
七
八
）
金
朝
廷

に
一
蔵
を
献
上
し
た
。
そ
の
後
、
版
木
は
北
京
弘
法
寺
に
移
管
さ
れ
、
そ
こ
で

印
刷
や
補
刻
が
行
わ
れ
た
（
９
）。
金
刻
大
蔵
経
板
は
、
次
の
元
の
時
代
ま
で
印
経
を

し
て
い
た
。
一
方
、
地
方
で
は
私
版
大
蔵
経
の
刊
刻
も
宋
の
時
代
か
ら
展
開
し

つ
つ
あ
っ
た
。
崇
寧
万
寿
蔵
（
東
禅
寺
版
蔵
経
）、
毘
廬
蔵
（
開
元
寺
版
蔵
経
）、

杭
州
蔵
（
普
寧
寺
版
蔵
経
）、
思
渓
蔵
、
磧
砂
蔵
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
）
10
（

。
私
版

大
蔵
経
は
ま
た
周
辺
諸
国
に
も
流
通
し
、
仏
教
文
化
の
伝
播
や
発
展
に
大
き
な

貢
献
を
果
た
し
た
。
江
戸
時
代
に
刊
刻
さ
れ
た
天
海
版
と
黄
襞
版
大
蔵
経
は
と

も
に
こ
れ
ら
私
版
大
蔵
経
を
底
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
）
11
（

。

明
代
に
入
る
と
、
漢
訳
蔵
経
の
雕
版
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
版
本
は
今
日
、
洪
武
南
藏
）
12
（

、
永
楽
南
蔵
）
13
（

、
永
楽
北
藏
、
武
林
藏
、
徑
山
藏
）
14
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
洪
武
南
蔵
の
雕
造
は
洪
武
帝
の
敕
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、

洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）
南
京
蒋
山
寺
で
開
版
さ
れ
、
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）

完
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
永
楽
六
年
（
一
四
〇
八
）
頃
、
金
陵
天
禧
寺
（
の
ち

の
大
報
恩
寺
）
に
保
管
さ
れ
た
洪
武
南
蔵
の
版
木
が
焼
失
し
た
。
そ
こ
で
、
永

楽
十
四
年
（
一
四
一
六
）、
永
楽
帝
は
大
蔵
経
の
全
面
的
な
再
構
成
を
命
じ
、

同
十
七
年
（
一
四
一
九
）
年
の
末
ま
で
に
永
楽
南
蔵
が
完
成
を
み
た
。
こ
れ
と

と
も
に
、
永
楽
帝
は
北
京
で
新
た
な
大
蔵
経
、
い
わ
ゆ
る
永
楽
北
蔵
の
編
纂
を

展
開
し
た
。
北
蔵
の
開
板
は
永
楽
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
か
ら
正
統
五
年
（
一

四
四
〇
）
に
至
る
二
十
年
の
歳
月
を
つ
い
や
し
、『
大
般
若
経
』
か
ら
『
大
明

三
蔵
法
数
』
ま
で
、
六
百
三
十
七
函
、
計
六
三
六
一
巻
を
雕
造
し
た
。
雕
版
は

中
央
政
府
司
礼
監
が
管
理
し
、
禁
裏
の
東
偏
に
あ
る
祝
崇
寺
内
の
漢
経
廠
で
行

わ
れ
た
。

こ
う
し
て
明
初
の
南
・
北
両
京
で
は
相
次
い
で
大
蔵
経
（
永
楽
南
蔵
と
永
楽

北
蔵
）
が
編
纂
さ
れ
、
以
後
明
代
を
通
じ
て
印
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
っ
た
。

永
楽
南
蔵
の
版
木
は
南
京
報
恩
寺
に
保
管
、
印
造
さ
れ
て
い
た
が
、
実
費
を

も
っ
て
入
手
希
望
者
（
請
経
者
）
に
頒
か
た
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
受
注
か

ら
印
造
・
製
本
に
い
た
る
工
程
を
や
が
て
民
間
業
者
（
経
舗
）
が
代
行
す
る
と

い
う
状
況
も
出
現
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
永
楽
北
蔵
は
、
完
成
後
そ
の
版
木
は

北
京
城
内
の
漢
経
廠
に
保
管
さ
れ
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
印
造
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。 

ゆ
え
に
、
永
楽
北
蔵
は
永
楽
南
蔵
よ
り
印
造･

製
本
や
表

装
の
質
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
現
存
す
る
永
楽
南
蔵 

―
―
中
国
国
家

図
書
館
の
四
部
、
甘
粛
省
図
書
館
の
六
三
四
五
巻
、
山
口
県
快
友
寺
の
五
四
四

四
巻
）
15
（

、
立
正
大
学
図
書
館
の
五
五
八
巻
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
紙
で
表
装
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
お
よ
そ
民
間
で
印
造
・
製
本
さ
れ
た
簡
素
な
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
永
楽
北
蔵
の
現
存
品
が
高
級
な
染
織
品
で
表
装
さ
れ
て
い
る
の

は
、
右
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
永
楽
北
蔵
は
そ
の
後
多
く
が
散
逸
し
た
が
、
今
日
、
四
千
巻
以
上
の

巻
数
が
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
に
、
故
宮
博
物
院
蔵
本
、
甘
粛
省
張

掖
大
仏
寺
蔵
本
、
重
慶
図
書
館
蔵
本
、
及
び
今
回
新
し
く
発
見
さ
れ
修
復
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
陝
西
省
洋
県
智
果
寺
蔵
本
が
あ
る
。
こ
の
他
、
雲
南
省
図

書
館
、
北
京
法
源
寺
、
北
京
房
山
雲
居
寺
、
山
西
省
小
西
天
仏
寺
、
山
東
省
図

書
館
、
洛
陽
白
馬
寺
、
中
国
仏
教
協
会
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図



一
一
六

書
館
と
シ
カ
ゴ
大
学
、
日
本
の
成
田
山
仏
教
図
書
館
な
ど
に
も
一
部
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
表
装
の
状
況
に
注
目
し
な
が
ら
概
観

し
て
お
き
た
い
。

１
、
故
宮
蔵
北
蔵
本
）
16
（

北
京
の
故
宮
蔵
北
蔵
は
、
元
来
は
明
の
皇
宮
に
、
現
在
は
故
宮
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
六
六
二
部
、
六
九
三
〇
巻
）
17
（

、
六
九
三
函
あ
り
、
全
て
黄
色

い
紋
綾
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。

２
、
甘
粛
省
張
掖
大
仏
寺
蔵
本
）
18
（

木
造
涅
槃
大
仏
で
知
ら
れ
る
大
仏
寺
に
は
、
明
代
の
仏
経
が
四
種
類
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。
永
楽
北
蔵
の
他
、
明
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
泥
金
書
写
本
、

明
の
「
五
大
部
」
仏
経
、
及
び
万
暦
姑
蘇
坊
刻
本
仏
経
で
あ
る
。
永
楽
北
蔵
は

初
刻
版
で
あ
り
、
一
六
二
一
部
、
六
三
六
一
巻
が
あ
る
。
元
来
十
個
の
「
貯
経

厨
」
に
収
蔵
さ
れ
た
。
厨
ご
と
に
六
四
の
函
、
函
ご
と
に
十
巻
、
全
部
で
六
三

六
の
函
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
英
宗
朱
祁
鎮
の
詔
書
も
発
見
さ
れ
た
。
文
頭
は
朽

損
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
文
に

□
□
地
保
民
之
心
、
恭
成
皇
曾
祖
考
之
志
、
刊
□
□
蔵
経
典
頒
賜
天
下
、

用
廣
流
傳
。
茲
以
一
蔵
安
置
陝
西
甘
州
臥
仏
寺
、
永
充
供
養
。
聴
所
在
僧

官
僧
徒
看
誦
賛
揚
、
上
為
国
家
祝
釐
、
下
與
生
民
祈
福
。
務
須
敬
奉
守
護
、

不
許
縦
容
閑
雑
之
人
私
借
観
玩
、
軽
慢
褻
瀆
、
致
有
損
壊
遺
失
。
敢
有
違

者
、
必
究
治
之
。
諭
。
正
統
十
年
二
月
十
五
日

と
い
う
。
大
仏
寺
北
蔵
の
閲
覧
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
今
日
ま
で
よ
く
保
存

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
英
宗
の
詔
書
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
。
北
蔵
は

正
統
六
年
（
一
四
四
一
）
北
京
か
ら
運
ば
れ
、
四
年
か
か
り
で
搬
送
が
終
わ
っ

た
。
装
幀
に
は
浅
葱
色
の
無
地
の
綾
が
用
い
ら
れ
た
巻
が
多
い
。

こ
れ
に
比
し
て
、
泥
金
を
用
い
た
書
写
本
で
あ
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

（「
金
経
」
と
通
称
さ
れ
る
）
の
方
が
派
手
に
装
幀
さ
れ
て
い
る
。「
金
経
」
は
、

明
の
正
統
六
年
永
楽
北
蔵
が
張
掖
に
運
ば
れ
た
時
の
勅
使
で
あ
る
御
馬
監
太
監

兼
尚
宝
監
太
監
魯
安
公
王
が
「
上
以
図
報
列
聖
厖
賜
之
洪
恩
、
下
以
孝
資
祖
宗

栽
培
之
厚
徳
」
の
た
め
、
諸
方
の
書
画
名
士
を
集
め
、
金
粉
や
銀
粉
を
に
か
わ

で
溶
い
た
い
ゆ
わ
る
泥
金
で
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
図
１
）
を
書
写
さ
せ
、

綾
や
緞
子
で
装
幀
さ
せ
た
折
本
で
あ
る
。
紙
は
明
の

青
紙
で
、
経
文
の
中
の

「
佛
」「
菩
薩
」
の
字
句
に
は
金
泥
を
用
い
、
他
の
文
字
は
銀
泥
で
書
写
さ
れ
て

図１　『大般若波羅蜜多経』
甘粛省張掖大仏寺蔵本



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
一
七

い
る
。
表
紙
は
全
て
蘇
州
や
杭
州
の
綾
や
緞
子
で
装
幀
さ
れ
て
い
る
。
毎
函
の

第
一
巻
は
色
と
り
ど
り
の
刺
繍
で
龍
の
図
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
豪
華
で
あ
る
。

他
の
経
冊
は
、
黄
檗
、
浅
葱
色
、
赤
紅
、
水
浅
葱
、
紺
色
の
紋
綾
で
表
装
さ
れ

て
い
る
。
明
の
「
五
大
部
」
仏
経
及
び
明
の
万
暦
姑
蘇
坊
刻
本
仏
経
も
ま
た
、

精
緻
な
紋
綾
で
装
幀
さ
れ
て
い
る
。

３
、
重
慶
図
書
館
蔵
本
）
19
（

民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
雲
陽
の
程
徳
全
が
北
京
で
購
入
、
雲
陽
の
弥

勒
院
に
寄
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
一
六
二
一
部
、
六
三
六
一
巻
、
六
三

六
函
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
続
入
蔵
経
四
一
函
、
四
一
〇
巻
が
あ
る
。
中
華
人
民

共
和
国
が
成
立
し
た
初
期
、
万
県
人
民
政
府
は
こ
れ
を
西
南
人
民
図
書
館
（
重

慶
図
書
館
の
前
身
）
に
寄
付
し
た
。
程
徳
全
の
入
手
よ
り
以
前
に
、
本
立
堂
（
現

在
北
京
瑠
璃
廠
辺
り
に
位
置
し
、
明
清
時
代
に
本
の
印
刷
・
修
繕
・
販
売
を
お

こ
な
っ
た
機
構
）
に
よ
っ
て
、
欠
本
が
清
の
龍
蔵
で
補
わ
れ
、
ま
た
書
写
に
よ

る
修
繕
も
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
下
賜
の
年
代
と
流
布
の
経
緯
は
不
詳
で
あ
り
、

装
幀
の
様
子
も
不
明
で
あ
る
。

４
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
蔵
本
）
20
（

こ
れ
は
明
の
皇
宮
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
刻
本
と
続
刻
本
を
合
わ

せ
て
三
七
五
七
冊
が
あ
る
。
瑞
安
公
主
（
神
宗
の
同
母
妹
）
の
夫
万
煒
が
執
筆

し
た
題
記
や
「
万
煒
之
章
」「
太
傅
之
印
」
の
印
が
何
箇
所
か
あ
る
と
さ
れ
る
。 

こ
の
他
、
康
煕
辛
亥
年
（
一
六
七
一
）
行
瑞
と
い
う
僧
人
の
題
記
も
み
ら
れ
る
。

装
幀
に
つ
い
て
は
、
龍
達
瑞
氏
に
よ
れ
ば
、
智
果
寺
蔵
本
と
異
な
り
、
む
し
ろ

故
宮
蔵
本
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

５
、
成
田
山
佛
教
図
書
館
蔵
本
（
図
２
）

成
田
山
蔵
本
は
わ
ず
か
二
八
七
巻
で
あ
る
が
、
保
存
状
態
は
と
て
も
よ
い
。

収
蔵
の
経
緯
に
つ
い
て
は
現
在
詳
細
不
明
で
あ
る
。
表
装
に
は
錦
、
金
襴
、
緞

子
、
粧
花
緞
）
21
（

、
綾
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
装
幀
は
智
果
寺
蔵
本
と
近
似
す

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
同
時
代
に
下
賜
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
成
田
山
蔵
本
に

つ
い
て
は
、
筆
者
は
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

６
、
雲
南
省
図
書
館
蔵
本

ご
く
最
近
公
開
さ
れ
た
雲
南
省
図
書
館
蔵
本
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
と

ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
保
存
状
態
は
と
て
も
よ
く
て
、
金
襴
で
表
装
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。
全
部
で
二
一
一
九
冊
を
数
え
る
。
文
様
も
智
果
寺
蔵
本
と
似

て
お
り
、
同
時
代
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
装
幀

に
は
改
装
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

以
上
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
故
宮
蔵
蔵
本
の
装
幀
は
黄
色
い
紋
綾
で
、
単

色
で
は
あ
る
が
、
皇
帝
を
象
徴
す
る
黄
色
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皇
宮
に

収
蔵
さ
れ
る
も
の
の
特
殊
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
張
掖
大
仏
寺
蔵

本
に
は
黄
色
を
用
い
て
お
ら
ず
、
浅
葱
色
の
よ
う
な
地
味
な
綾
が
多
い
。
そ
の

一
方
で
、
同
時
期
に
同
地
で
行
わ
れ
た
写
経
の
装
幀
の
方
が
、
む
し
ろ
金
泥
や



一
一
八

龍
の
刺
繍
が
施
さ
れ
、
華
や
か
で
あ
る
。
智
果
寺
蔵
本
は
、
金
襴
や
錦
を
用
い

た
も
の
の
割
合
や
色
彩
、
文
様
の
種
類
の
点
で
成
田
山
蔵
本
と
雲
南
省
図
書
館

蔵
本
に
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
同
時
代
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
し
か
も
、
日
本
の
名
物
裂
と
最
も
類
似
し
た
裂
が
用
い
ら
れ
た
大
蔵
経

の
表
装
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
日
明
間
の
交

流
の
状
況
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

二
、
智
果
寺
の
歴
史
と
北
蔵
の
下
賜

智
果
寺
は
、
現
在
陝
西
省
の
西
南
部
の
、
洋
県
謝
村
鎮
智
果
村
智
果
中
学
の

東
に
位
置
す
る
。
清
の
張
鵬
翼
等
纂
修
「
洋
縣
志
」
寺
観
志
の
知
果
寺
条
）
22
（

に
は
、

知
果
寺
、
縣
西
二
十
八
里
。
唐
儀
鳳
間
建
、
宋
元
重
修
。
明
万
暦
間
、

某
貴
妃
捐
金
、
命
太
監
同
知
府
重
修
、
増
建
蔵
経
楼
。
経
典
題
記
倶
存
在
。

と
あ
り
、
智
（
知
）
果
寺
は
唐
の
儀
鳳
年
間
（
六
七
六
〜
六
七
九
）
に
建
て

ら
れ
た
後
、
歴
代
に
わ
た
り
建
て
直
さ
れ
、
明
の
万
暦
年
間
に
再
興
さ
れ
た
と

い
う
歴
史
が
み
ら
れ
る
。
現
在
は
、
大
仏
殿
と
蔵
経
楼
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

こ
の
二
棟
は
一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
二
年
に
大
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者

が
二
〇
一
一
年
に
調
査
に
訪
れ
た
時
に
は
、
他
の
附
属
建
築
は
ほ
と
ん
ど
見
る

か
げ
も
な
く
な
っ
て
お
り
、
地
蔵
殿
と
祖
師
殿
は
基
壇
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
五
祖
殿
や
羅
漢
殿
、
孤
魂
殿
、
文
昌
殿
、
龍
神
殿
は
、
壁
や
棟
梁

が
腐
朽
し
、
扉
や
窓
も
失
わ
れ
て
い
た 

。
廂
房
と
山
門
は
隣
の
智
果
中
学
に

占
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
ま
た
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

図２　成田山仏教図書館蔵本



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
一
九

し
か
し
幸
い
、
大
仏
殿
の
後
ろ
、
蔵
経
楼
の
前
に
一
基
の
聖
諭
碑
が
残
っ
て

い
る
。
縦
二
三
五
セ
ン
チ
、
横
一
〇
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
十
八
セ
ン
チ
の
も
の
で

あ
る
。
碑
陽
の
上
に
万
暦
皇
帝
の
「
聖
諭
」
の
二
文
字
、
真
ん
中
に
「
聖
母
印

施
仏
蔵
経
序
」、
下
に
「
聖
母
印
施
仏
蔵
讃
有
序
」、
そ
し
て
碑
陰
の
上
に
「
永

鎮
漢
洋
」、
下
に
「
勅
賜
智
果
寺
頒
布
蔵
経
碑
記
」
と
い
う
内
容
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
敕
版
大
蔵
経
の
下
賜
は
、
仏
寺
に
と
っ
て
栄
誉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

北
宋
以
降
、
天
下
の
名
山
古
刹
に
経
蔵
記
や
転
輪
大
蔵
記
の
建
碑
が
流
行
し
た
。

北
蔵
は
「
特
賜
」
や
「
奏
請
」
に
よ
る
下
賜
以
外
に
入
手
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
う
け
た
仏
寺
は
、
聖
恩
に
感
謝
し
恩
恵
に
報
い
る
た
め
勅
賜
の
蔵
経
護

敕
を
勒
石
す
る
風
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
記
録
は
、
寺
志
や
地
方
志
、

文
集
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
洋
県
の
聖
諭
碑
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
以
下
、
筆

者
が
現
地
で
記
録
し
た
聖
諭
碑
の
碑
文
の
う
ち
、
大
蔵
経
に
関
係
の
あ
る
箇
所

を
あ
げ
よ
う
（
文
字
は
原
文
に
最
も
近
い
字
体
を
用
い
た
）。

（
一
）
皇
帝
勅
諭
洋
縣
智
果
寺
住
持
及
僧
衆
人
等

朕
惟
佛
民
之
教
具
在
經
典
用
以
化
導
善
類
覺
悟
群
迷
于
護
國
佑
民
不
為

無
助
茲
者

聖
母
慈
聖
宣
文
明
肅
皇
太
后
命
工
刊
印
續
入
藏
經
四
十
一
函
並
舊
刻
藏
經

六
百
三
十
七
函
通
行
頒

本
寺
爾
等
務

須
荘
嚴
持
誦
尊
奉
珍
藏
不
許
諸
色
人
等
故
行
褻
玩
致
有
遺
失
損
壞
特
賜
護

持
以
垂
永
久
欽
哉
故
諭

　
　

廣　

運

萬
曆
十
四
年
九
月

之　

寶

（
２
）
禦
制

聖
母
印
施
佛
藏
經
序

難
窮
惟
茲
藏
經
繕
始
於
永
樂
庚
子
梓
成
于
正
統
庚
申
由
大
乘
般
若
以
下
計

六
百
三
十
七
函
我

聖
母
慈
聖
宣
文
明
肅
皇
太
后
又
益
以
華
嚴
懸
談
以
下
四
十
一
函
而
釋
典
大

備
夫
一
心
生
萬
法
萬
法
歸

萬
暦
十
四
年
九
月　
　

日

こ
の
碑
文
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
智
果
寺
蔵
大
蔵
経
は

永
楽
庚
子
（
一
四
二
〇
〜
一
四
四
〇
）
か
ら
雕
版
を
開
始
し
、
正
統
庚
申
（
一

五
八
四
）
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
碑
文
の
年
号
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

こ
こ
に
い
う
「
皇
帝
」
は
万
暦
帝
を
指
す 

。
し
か
も
、
智
果
寺
蔵
大
蔵
経
、

特
に
『
華
嚴
懸
談
』
以
下
の
四
一
函
の
続
入
蔵
は
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
母
慈
聖
宣

文
明
肅
皇
太
后
」
が
参
与
し
て
下
賜
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
賜
さ
れ
た

大
蔵
経
の
内
容
と
函
数
も
分
か
る
。
つ
ま
り
、
正
統
年
間
に
下
賜
さ
れ
た
大
乗

般
若
経
以
下
の
六
三
七
函
に
加
え
て
、
華
嚴
懸
談
以
下
四
一
函
の
続
入
蔵
も
含

ま
れ
る
。
全
部
で
六
七
八
函
あ
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
こ
こ
に
い
う
「
聖
母
慈
聖
宣
文
明
肅
皇
太
后
」
と
は
い
っ
た
い
誰
を

指
す
の
か
。『
明
史
』
巻
一
一
四･

孝
定
李
太
后
の
伝
の
前
半
に
は
、



一
二
〇

孝
定
李
太
后
神
宗
生
母
也
、

県
人
。
侍
穆
宗
於
裕
邸
。
隆
慶
元
年
三

月
、
封
貴
妃
生
神
宗
。
即
位
、
上
尊
号
曰
慈
聖
皇
太
后
。
旧
制
、
天
子
立

尊
皇
后
為
皇
太
后
、
若
有
生
母
承
太
后
者
、
則
加
徽
号
以
別
之
。
是
時
、

太
監
馬
保
欲
媚
貴
妃
、
因
以
竝
尊
風
。
大
学
士
張
居
正
下
廷
臣
議
、
尊
皇

后
曰
仁
聖
皇
太
后
、
貴
妃
曰
慈
聖
皇
太
后
、
始
無
別
矣
。

と
あ
り
、「
聖
母
慈
聖
宣
文
明
肅
皇
太
后
」
は
万
暦
帝
の
生
母
、
孝
定
李
（
彩

鳳
）
太
后
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
と
も
と
貴
妃
で
あ
っ
た
彼
女
は
、
神
宗

朱
翊
鈞
（
万
暦
帝
）
を
生
ん
だ
た
め
、
元
皇
后
と
と
も
に
「
皇
太
后
」
と
称
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
万
暦
帝
が
生
母
を
ど
れ
ほ
ど
尊
敬
し
た
か
が
窺
え
る
。

慈
聖
皇
太
后
は
実
に
仏
教
信
仰
の
篤
い
人
で
あ
っ
た
。『
明
史
』
巻
一
一
四

･

孝
定
李
太
后
伝
の
末
に
「
好
仏
、
京
師
内
外
多
置
梵
刹
、
動
費
鉅
万
。
帝
亦

助
施
無
算
。
居
正
在
日
、
嘗
以
為
言
、
未
能
用
也
（
仏
教
を
好
み
、
京
師
の
内

外
に
梵
刹
を
多
く
置
き
、
つ
ね
に
巨
万
を
費
や
し
た
。
万
暦
帝
も
助
け
て
多
数

を
施
し
た
。
張
居
正
は
こ
れ
を
以
て
諫
言
し
た
が
、
彼
の
意
見
は
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
）
と
あ
り
、
彼
女
の
仏
教
信
仰
や
万
暦
帝
が
そ
の
影
響
を
強

く
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
、
万
暦
年
間
に
、
聖
慈
皇
太
后
が
北
蔵
下
賜
に
関

与
し
て
い
る
事
例
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
既
に
野
沢
佳
美
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
江
蘇
省
の
金
山
寺
、
画
禅
寺
、
静
慧
寺
、
福
建
省
の
華
蔵
寺
、
河
北
省
の

瑞
峰
庵
、
江
西
省
の
黄
龍
寺
、
瞻
雲
寺
、
浙
江
省
の
光
孝
寺
、
楞
厳
寺
、
山
西

省
の
霊
厳
寺
な
ど
の
諸
寺
の
場
合
も
、
慈
聖
皇
太
后
が
直
接
も
し
く
は
間
接
的

に
北
蔵
を
下
賜
し
た
と
い
う
）
23
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。
例
え
ば
、
光
緒
『
蘇
州
府
志 

』
巻
四
二
・
寺

観
四
・
画
禅
寺
に
引
か
れ
る
清
・
彭
啓
豊
撰
「
画
禅
寺
記
」
に
は
、「
…
…
明

神
宗
朝
、
有
住
持
僧
清
庵
者
。
行
脚
至
京
師
、
求
頒
龍
蔵
。
粛
皇
太
后
、
聞
而

賜
之
」
と
あ
り
、
慈
聖
皇
太
后
が
常
に
北
蔵
を
下
賜
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
特
に
洋
県
に
は
、
慈
聖
皇
太
后
が
大
蔵
経
を
下
賜
し
た
経

緯
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
伝
承
が
あ
る
）
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。
当
時
慈
聖
皇
太
后
は
、
不
治
の
眼
病

に
倒
れ
た
。
太
医
た
ち
が
皆
手
を
つ
か
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
智
果
寺
の
僧
が
上

殿
し
、
皇
太
后
の
眼
病
を
治
し
た
。
皇
太
后
は
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
智

果
寺
に
大
蔵
経
を
下
賜
し
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
が
何
ら
か
の
史
実
に
よ
っ
た

か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
皇
太
后
が
智
果
寺
に
北
蔵
を
下
賜
し
た
こ
と
に
は
彼

女
自
身
の
事
情
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

智
果
寺
に
北
蔵
が
下
賜
さ
れ
た
の
は
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
で
あ
る
。

こ
の
年
に
は
、
実
に
特
に
多
数
の
北
蔵
が
各
地
に
下
賜
さ
れ
た
。
現
在
確
認
す

る
限
り
で
は
、
塔
院
寺
（
山
西
太
原
五
台
山
）、
黄
龍
寺
（
江
西
九
江
府
廬
山
）、

普
済
寺
（
浙
江
寧
波
府
定
海
県
）、
万
年
寺
（
浙
江
台
州
府
天
台
山
）、
宝
（
普
）

陀
寺
（
浙
江
寧
波
府
普
陀
山
）、
地
蔵
寺
（
安
徽
池
州
府
九
華
山
）、
瓦
官
寺
（
南

京
）、
報
恩
寺
（
南
京
）、
海
印
寺
（
山
東
青
州
府
牢
山
）、
化
城
寺
（
安
徽
池

州
府
九
華
山
）、
そ
し
て
智
果
寺
（
陝
西
漢
中
府
洋
県
）
の
合
計
十
一
件
の
下

賜
の
事
例
が
数
え
ら
れ
る
。

『
法
宝
総
目
録
』
第
二
巻
所
収
の
「
大
明
三
蔵
聖
教
北
蔵
目
録
」
に
「
御
製

新
刊
続
入
蔵
経
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
二
九
八
頁
）
が
、
そ
こ
に
は
「
大

明
万
暦
十
二
年
十
一
月
二
十
日
」
と
の
日
付
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
二
一

『
憨
山
老
人
夢
遊
集
』
巻
五
十
三
の
憨
山
老
人
自
序
年
譜
実
録
上
の
万
暦
十
四

年
丙
戌
の
序
に
、

予
年
四
十
一
。
是
年
、
頒
蔵
経
。
先
国
初
刻
蔵
、
有
此
方
撰
述
諸
経
未

入
蔵
者
。
今
上
聖
母
、
命
補
入
之
。
刻
完
、
皇
上
勅
頒
十
五
蔵
、
散
施
天

下
名
山
。
首
以
四
部
施
四
辺
境
、
東
海
牢
山･

南
海
普
陀･

西
蜀
峨
嵋･

北
辺
蘆
芽
。

と
あ
り
、
続
蔵
の
追
雕
作
業
が
完
了
し
た
二
年
後
の
万
暦
十
四
年
に
、
天
下
の

名
山
を
始
め
と
し
て
、
十
五
蔵
が
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
み
れ

ば
、
万
暦
十
四
年
に
下
賜
さ
れ
た
北
蔵
の
数
は
現
在
確
認
で
き
る
も
の
よ
り
は

る
か
に
多
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
か
も
、
北
蔵
を
大
規
模
に
下
賜
し

た
の
は
、
慈
聖
皇
太
后
が
命
じ
た
続
蔵
の
追
雕
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

三
、
智
果
寺
北
蔵
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
の
検
討

智
果
寺
蔵
大
蔵
経
は
も
と
も
と
寺
の
蔵
経
楼
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

長
年
放
置
さ
れ
て
虫
損
や
劣
化
に
よ
っ
て
傷
ん
だ
経
冊
を
修
復
す
る
作
業
の
た

め
、
ほ
と
ん
ど
が
洋
県
文
博
館
に
移
さ
れ
た
。
現
地
の
蔵
経
楼
に
は
わ
ず
か
六

巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
近
年
智
果
寺
大
蔵
経
は
学
界
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
有
名
な
学
者
た
ち
が
相
次
い
で
蔵
経
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
修
復

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
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（

は
現
在
西
北
大
学
仏
教
研
究
所
が
担
当
し
て
い
る
。
修
復
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
大
蔵
経
の
整
理
と
研
究
と
い
う
二
つ
の
方
面
か
ら
展
開
さ
れ

て
い
る
。
整
理
の
作
業
は
主
に
大
蔵
経
の
編
目
、
命
名
、
撮
影
、
集
録
、
索
引

の
作
成
、
当
初
の
千
字
文
に
よ
る
編
成
を
復
元
し
、
欠
け
た
経
帙
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
、
写
本
と
刻
本
を
分
別
し
、
破
損
の
あ
る
経
典
に
糊
付
け
・
乾
燥
・

埃
払
い
な
ど
の
処
置
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
研
究
の
作
業
は
、
刻
印
・
頒
布
・

下
賜
・
収
蔵
の
歴
史
、
版
本
の
考
察
と
校
正
、
蔵
経
の
内
容
と
価
値
、
及
び
洋

県
の
文
化
と
の
関
係
な
ど
大
蔵
経
の
総
合
的
な
考
察
で
あ
る
。
現
時
点
に
お
い

て
は
、
整
理
作
業
の
第
一
段
階
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
表
装
の
染
織
品
の
調
査
・
考
察
は
、
当
初
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
筆
者
の
参
加
に
よ
っ
て
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
幸
い
で
あ
る
。

洋
県
所
蔵
の
永
楽
北
蔵
は
全
部
で
四
一
三
九
巻
が
現
存
し
て
お
り
、
経
冊
は

綾
、
絹
、
錦
、
緞
子
、
木
綿
な
ど
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。
模
様
は
約
五
〇
〇
種

類
が
あ
り
、
明
代
織
物
技
術
の
最
高
水
準
を
代
表
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。
ま

だ
修
復
中
な
の
で
、
一
部
し
か
実
見
で
き
な
い
が
、
調
査
し
た
い
く
つ
か
の
経

冊
に
つ
い
て
、
日
本
の
関
連
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

五
つ
爪
の
竜
文

図
３
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
の
表
装
裂
で
あ
る
。
縁
の
と
こ
ろ
は
か
な

り
破
損
す
る
が
、
真
ん
中
の
文
様
は
ま
だ
は
っ
き
り
見
え
る
。
典
型
的
な
金
襴

類
で
、
真
朱
綾
地
の
上
、
霊
芝
雲
の
間
に
五
つ
爪
の
竜
の
飛
ぶ
様
が
織
り
出
さ

れ
て
い
る
。
図
４
の
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
第
四
」
の
表
装
裂
も
典
型
的
な
金



一
二
二

襴
類
で
、
山
吹
色
の
繻
子
地
に
平
金
糸
で
織
り
込
ま
れ
た
五
つ
爪
の
竜
と
唐
草

化
さ
れ
た
雲
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
竜
の
目
が
画
竜
点
睛
の
よ
う
に
生
き
生
き

と
し
て
真
に
迫
っ
て
い
る
。
五
つ
爪
の
と
こ
ろ
は
力
が
こ
も
っ
て
お
り
、
わ
れ

わ
れ
を
惹
き
つ
け
る
生
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
よ
く
保
存
さ
れ
た
た
め
、
光
を
う

け
て
浮
き
沈
み
す
る
金
色
の
か
が
や
き
と
か
げ
り
と
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
竜
の

う
ご
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
あ
か
抜
け
し
た
格
調
高
い
作
行
き
で
あ
り
、
織
技
の

正
確
さ
が
気
品
さ
え
添
え
て
い
る
。
両
方
と
も
、
竜
の
飛
ぶ
方
向
を
一
段
ご
と

に
か
え
て
変
化
を
与
え
、
頗
る
リ
ズ
ム
の
よ
い
作
品
で
あ
る
。
龍
文
の
構
図
と

織
り
方
は
と
て
も
相
似
し
て
お
り
、
同
じ
系
統
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

江
戸
初
期
ご
ろ
の
渡
来
裂
に
は
竜
文
が
最
高
の
品
位
を
誇
る
裂
と
し
て
尊
ば

れ
、
仏
教
関
係
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
茶
人

に
迎
え
ら
れ
、
仕
覆
等
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
５
の
裂
は
名
物
裂

の
中
で
名
高
い
珠
光
緞
子
で
あ
る
。
さ
び
た
花
色
の
繻
子
地
に
、
渋
い
萌
黄
色

で
細
蔓
の
小
花
唐
草
に
竜
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
緞
子
の
本
歌
は
も
と
も
と
東
山

殿
（
義
政
）
の
装
束
裂
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
徐

筆
「
鷺
図
」
の
表
装
に
つ
か

わ
れ
た
裂
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
掛
幅
は
所
在
不
明
で
あ
る
）
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。
ま
た
松
屋
肩
衝

茶
入
の
袋
（
図
６
）
に
使
わ
れ
て
い
る
竜
三
爪
緞
子
も
本
歌
に
あ
て
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
こ
の
竜
文
は
五
つ
爪
の
竜
で
は
な
く
、
三
つ
爪
の
竜
で
あ
る
。

簡
略
さ
れ
た
竜
文
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
動
き
に
は
雄
勁
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
渋

み
の
あ
る
品
の
よ
い
裂
で
あ
る
。

丸
竜
の
場
合
も
こ
う
い
う
よ
う
な
爪
の
区
別
が
見
ら
れ
る
。
図
４
は
「
大
般

図４　「大般若波羅蜜多
経第四」の表装裂
陝西省洋県文博館蔵

図３　「大般若波羅蜜多経」の表
装裂
陝西省洋県智果寺蔵

図５　珠光緞子
東京国立博物館蔵



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
二
三

若
波
羅
蜜
多
経
第
二
」
の
表
装
裂
で
あ
り
、
利
休
茶
の
綾
地
に
平
金
糸
で
織
り

込
ま
れ
た
霊
芝
雲
と
竜
の
丸
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
箔
と
糸
は
剥
落
し
た
と

こ
ろ
も
多
い
が
、
丸
竜
の
構
図
と
爪
の
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
前
述
し

た
竜
文
と
同
じ
く
、
五
つ
爪
を
ふ
る
う
よ
う
な
勢
い
よ
い
さ
ま
が
生
き
生
き
と

表
現
さ
れ
る
。
図
７
は
宗
無
肩
衝
茶
入
の
袋
に
用
い
ら
れ
る
納
戸
地
丸
龍
緞
子

で
あ
る
。『
今
井
宗
久
日
記
』『
神
谷
宗
湛
日
記
』
に
は
こ
の
茶
入
の
袋
と
し
て

「
ケ
ウ
ロ
ク
純
子
」「
小
紋
か
ら
草
純
子
」
を
あ
げ
て
い
る
）
27
（

。
い
ま
伝
え
ら
れ
る

も
の
は
茶
地
角
竜
金
襴
（
図
８
）
と
こ
の
緞
子
で
あ
っ
て
、
上
記
日
記
類
か
ら

察
す
る
と
こ
ろ
、
珠
光
緞
子
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
竜
文
で
あ
る

図７　納戸地丸龍緞子（宗無肩衝茶入袋）
徳川黎明会蔵

図８　茶地角竜金襴
根津美術館蔵

図６　竜三爪緞子（松屋肩衝茶入袋）
根津美術館蔵



一
二
四

点
は
共
通
し
、
こ
の
丸
竜
緞
子
を
「
ケ
ウ
ロ
ク
緞
子
）
28
（

」
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
納
戸
地
丸
龍
緞
子
と
茶
地
角
竜
金
襴
に
お
け
る
竜
文
は
、
い
ず

れ
も
珠
光
緞
子
と
同
じ
く
、
三
つ
爪
の
竜
で
あ
る
。
ケ
ウ
ロ
ク
緞
子
に
は
か
な

り
竜
文
が
多
く
、
し
か
も
現
存
品
は
ほ
と
ん
ど
こ
う
い
う
よ
う
な
三
つ
爪
の
竜

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
瓦

燈
竜
金
襴
（
図
９
）、
根
津
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
相
坂
金
襴
（
図
10
）
に
お

け
る
竜
文
は
い
ず
れ
も
三
つ
爪
の
竜
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
官
窯
で
は
龍
の
爪

は
五
本
と
し
、
民
窯
で
は
四
本
ま
た
は
三
本
と
さ
れ
る
）
29
（

。
お
そ
ら
く
織
物
の
世

界
で
も
同
じ
規
定
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
会
記
の
中
に
は
、
掛
け
軸
の
表

装
や
仕
覆
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
神
谷
宗
湛
日
記
』
天
正
二
〇
年
条
に
は
「
ケ

ウ
ロ
ク
段
子
」
の
文
様
の
一
つ
に
関
し
て
、
特
に
「
五
爪
ノ
龍
」
と
い
う
詳
し

い
注
記
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
そ
の
時
期
の
五
爪
竜
の
「
ケ
ウ

ロ
ク
段
子
」
は
な
く
、
上
記
し
た
三
つ
爪
の
龍
文
か
ら
し
か
そ
の
様
子
が
窺
え

な
い
。
永
楽
北
蔵
は
皇
帝
が
下
賜
し
た
経
巻
で
あ
る
か
ら
、
織
染
局
）
30
（

で
生
産
さ

れ
た
レ
ベ
ル
の
高
い
織
物
で
表
装
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

連
雲
文

図
１
の
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
の
表
装
裂
は
、
ま
た
典
型
的
な
連
雲
文
と

も
い
え
る
。
手
は
三
つ
生
え
、
雲
頭
に
耳
が
三
つ
生
え
た
形
（
三
手
三
耳
雲
）

を
取
っ
て
い
る
。
上
の
手
と
下
左
の
手
は
ま
た
上
下
の
雲
と
連
結
す
る
連
雲
文

で
あ
る
。
名
物
裂
の
中
で
も
、
同
系
の
も
の
と
し
て
、
図
11
の
富
田
金
襴
が
あ

げ
ら
れ
る
。
戦
国
の
武
将
富
田
左
近
将
監
（
？
〜
一
五
九
九
）
の
愛
好
し
た
裂

と
伝
え
ら
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
紫
の
地
色
に
金
色
が
映
え
、
非
常
に
雄
渾
で
華

や
か
な
雰
囲
気
を
も
つ
金
襴
で
あ
る
。
こ
の
金
襴
は
打
返
し
に
な
っ
た
霊
芝
雲

を
基
本
に
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
帛
面
全
体
を
お
お
い
、
地
間
は
宝
尽
し

と
小
さ
い
霊
芝
雲
の
文
を
う
ず
め
る
。
同
様
の
文
様
で
い
く
ぶ
ん
硬
い
感
の
あ

図10　相坂金襴（古瀬戸丸壺屋入「相坂」の袋）
根津美術館蔵

図９　瓦燈竜金襴
東京国立博物館蔵



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
二
五

る
も
の
が
、
天
竜
寺
塔
頭
慈

済
院
の
空
谷
明
応
（
仏
日
常

光
国
師
） 

所
用
と
伝
え
ら
れ

る
袈
裟
の
条
葉
・
縁
に
用
い

ら
れ
て
お
り
、『
古
今
名
物

類
聚
』
で
は
こ
れ
を
嵯
峨
裂

と
し
て
い
る
。
こ
の
霊
芝
雲

は
ま
だ
手
や
耳
な
ど
の
装
飾

が
少
な
く
、
た
だ
雲
尾
の
と

こ
ろ
に
手
が
生
え
、
下
の
雲

と
連
続
す
る
。
そ
の
他
、
連

雲
系
統
の
も
と
に
、
安
楽
庵

手
金
襴
（
図
12
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る
。
安
楽
庵
手

と
は
京
都
誓
願
寺
竹
林
院
に

住
し
た
安
楽
庵
策
伝
（
一
五

五
四
〜
一
六
四
二
）
が
所
持

し
て
い
た
袈
裟
の
金
襴
類
と

い
わ
れ
る
。
名
物
裂
と
し
て

上
品
と
は
い
え
ず
、
様
式
化

が
目
立
ち
、
大
味
の
感
を
い

だ
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
両

側
と
下
か
ら
手
が
生
え
、
周
り
の
雲
と
連
続
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
手
の
動

き
に
は
縛
ら
れ
る
よ
う
な
硬
い
感
が
あ
り
、
富
田
金
襴
の
型
に
拘
り
な
が
ら
、

新
し
く
展
開
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
図
４
の
「
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
第
二
」
の
表
装
裂
の
雲
形
に
な
る
と
、
完
全
に
雲
と
雲
の
間
の
連
続
が
破
ら

れ
、
独
立
し
た
自
在
な
四
つ
手
雲
に
発
展
し
た
。
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
連

雲
か
ら
四
つ
手
雲
ま
で
右
の
よ
う
な
様
式
上
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
る
。

鳳
凰
文

図
13
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
第
三
」
の
表
装
裂
で
あ
り
、
千
草
色
の
繻
子

地
に
、
平
金
糸
で
織
ら
れ
た
丸
鳳
と
花
が
配
置
さ
れ
、
こ
の
間
を
卍
文
で
連
結

し
た
見
事
な
構
成
で
あ
る
。
鳳
凰
が
双
翼
を
広
げ
、
尾
を
な
び
か
せ
、
悠
揚
と

か
ま
え
た
感
じ
で
あ
る
。
尾
の
ま
わ
り
を
ま
た
唐
草
で
う
ず
め
る
。
繻
子
織
で

図11　富田金襴
東京国立博物館蔵

図12　安楽庵手金襴
東京国立博物館蔵

図13　「大般若波羅蜜多経第三」の表装裂
陝西省洋県文博館蔵



一
二
六

は
地
の
部
分
の
光
沢
が
強
く
反
射
し
、
金
色
の
照
り
が
強
く
て
、
豪
華
な
感
を

あ
た
え
る
。
ま
た
地
と
文
と
の
反
射
が
相
殺
し
て
、
か
え
っ
て
模
様
の
印
象
を

少
し
弱
め
る
。
こ
の
裂
は
名
物
裂
の
中
の
二
人
静
金
襴
（
図
14
）
と
匹
敵
で
き

る
よ
い
作
品
で
あ
る
。
名
高
い
二
人
静
金
襴
は
、
一
般
に
極
古
渡
り
な
ど
と
称

さ
れ
、
宋
、
元
の
製
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
深
み
の
あ
る
黒
鳶
地
に
双
鳳

の
丸
文
様
が
平
金
糸
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
地
組
織
は
四
枚
綾
と
な
っ
て
い
る
。
綾

織
で
は
地
の
部
分
の
反
射
が
繻
子
織
ほ
ど
強
く
な
く
、
全
体
に
落
ち
着
い
た
感

じ
を
あ
た
え
る
。
二
匹
の
鳳
凰
は
尾
を
な
び
か
せ
て
円
を
構
成
し
て
い
る
。
箔

は
剥
落
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
底
光
り
し
て
、
重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
、
地
の

黒
鳶
色
も
落
ち
着
い
て
気
品
が
高
い
。

調
査
で
実
見
し
た
わ
ず
か
な
経
巻
の
う
ち
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
表
装

は
、
現
在
調
べ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
龍
文
や
鳳
凰
文
の
高
級
な
金
襴
で
装
幀
さ

れ
て
い
る
。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
大
乗
仏
教
の
基
礎
的
教
義
が
説
か

れ
て
い
る
長
短
様
々
な
般
若
経
典
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
蔵
経
の
般
若

部
に
属
さ
れ
、
千
字
文
に
よ
る
編
成
の
天
字
号
か
ら
柰
字
号
ま
で
、
必
ず
最
初

に
置
か
れ
る
六
百
巻
の
経
典
で
あ
る
。
般
若
部
の
次
は
宝
積
部
で
あ
り
、
そ
の

最
初
の
経
巻
は
菩
薩
の
修
行
や
授
記
に
関
す
る
『
大
宝
積
経
』
の
百
二
十
巻
で

あ
る
。
今
回
実
見
し
た
「
大
宝
積
経
巻
第
一
百
二
」
は
、
舛
花
色
地
の
蓮
唐
草

金
襴
で
装
幀
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
史
伝
部
の
経
典
で
あ
る
『
集
神

州
三
宝
感
通
録
』
は
、
漢
時
代
か
ら
初
唐
時
代
に
至
る
約
六
百
年
の
間
に
現
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
霊
異
を
集
録
し
た
一
書
で
あ
る
が
、
智
果
寺
北
蔵
中
の
同
経
は

地
味
な
素
文
の
紺
布
で
装
幀
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
大
蔵
経
の
経
典
で
あ
る
が
、

な
ぜ
そ
の
表
装
に
は
こ
う
し
た
差
別
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
大
唐
六
典
』
に
よ
る
と
、
内
府
の
蔵
書
の
装
丁
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

甲
部
（
経
）
鈿
白
牙
軸　

黄
帯　

紅
牙
籤

乙
部
（
史
）
鈿
青
牙
軸　

縹
帯　

緑
牙
籤

丙
部
（
子
）
彫
紫
檀
軸　

紫
帯　

碧
牙
籤

丁
部
（
集
）
緑
牙
軸　
　

朱
帯　

白
牙
籤

経
史
子
集
の
書
籍
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
材
料
や
色
の
軸
、
帯
、
籤
で
区
別
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
籍
に
対
し
て
そ
の
内
容
に
観
念
的
価
値
観
を
投
影
し
、

意
匠
の
部
品
を
選
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
周
密
『
斉
東

図14　二人静金襴
東京国立博物館蔵



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
二
七

野
語
）
31
（

』
に
収
録
さ
れ
た
「
紹
興
御
府
書
画
式
」
に
は
、
南
宋
宮
廷
に
お
け
る
書

画
の
装
幀
や
収
蔵
に
関
す
る
制
度
が
記
さ
れ
て
い
る
。

出
等
真
跡
法
書
。
両
漢
、
三
国
、
二
王
、
六
朝
、
隋
、
唐
君
臣
墨
跡
。

用
克
絲
作
棲
台
錦
縹
。
青
緑
簟
文
錦
裏
。

大
薑
牙
雲
鸞
白
綾
引
首
。
高
麗
紙

。

出
等
白
玉
碾
龍
簪
頂
軸
。
或
碾
花
。

檀
香
木
桿
。

上
、
中
、
下
等
唐
真
跡
。
内
中
、
上
等
、
並
降
付
米
友
仁
跋
。

用
紅
霞
雲
鸞
錦
縹
。　

碧
鸞
綾
裏
。

白
鸞
綾
引
首
。　

高
麗
紙

。

白
玉
軸
。
上
等
用
簪
頂
、
余
用
平
等
。
檀
香
木
悍
。

次
等
晋
、
唐
真
跡
。
並
石
刻
晋
、
唐
名
帖
。

用
紫
鸞
鵲
錦
縹
。　

碧
鸞
綾
裏
。

白
鸞
綾
引
首
。　

紙

。

地
等
白
玉
軸
。

引
首
後

巻
縫
用
御
府
図
書
印
。

引
首
上
下
縫
用
紹
興
印
。

こ
れ
に
よ
り
、
書
画
作
品
は
等
級
に
よ
っ
て
、
装
幀
の
材
料
、
色
や
文
様
に

差
異
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
る
。
例
え
ば
、
出
等
（
上
等
）
の

真
跡
法
書
（
両
漢
、
三
国
、
二
王
、
六
朝
、
隋
、
唐
君
臣
墨
跡
）
は
克
絲
）
32
（

の
棲

台
錦
縹
、
上
、
中
、
下
等
真
跡
は
紅
霞
雲
鸞
の
錦
、
次
等
の
晋
、
唐
晋
、
唐
真

跡
が
鸞
鵲
の
錦
縹
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。
鈎

の
六
朝
真
跡
に
な
る
と
、
た
だ

青
の
棲
台
錦
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。

明
の
宮
廷
装
幀
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
南
蔵
の
場
合
は
、『
請
経
条
例
』
に
よ
る
と
、

そ
の
用
紙
を
「
上
等
の
連
四
紙
」「
中
等
の
公
単
紙
」「
下
等
の
扛
連
紙
」
と
区

別
し
、
装
幀
に
お
い
て
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
緞
子
、
金
黄

の
花
綾
、
金
黄
色
の
重
表
絹
の
よ
う
な
区
別
が
決
め
ら
れ
て
い
た
）
33
（

。
北
蔵
は
欽

定
大
蔵
経
と
い
う
権
威
を
持
ち
、
そ
の
表
装
も
宮
廷
の
装
幀
制
度
と
一
致
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
仏
経
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
や
重
要
視
の
度

合
い
に
よ
り
等
級
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
表
装
で
そ
の
区
別
を
表
し
た
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
、
智
果
寺
蔵
北
蔵
に
お
け
る
経
・
律
・
論
お
よ
び
注
釈
書
そ
れ

ぞ
れ
の
表
装
と
用
紙
を
分
類
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
大
蔵
経
の
装
幀
に
お
け

る
等
級
性
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
学
界
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
智
果

寺
蔵
永
楽
北
蔵
及
び
そ
の
表
装
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
智
果
寺
蔵
永
楽
北

蔵
は
万
暦
帝
及
び
慈
聖
皇
太
后
が
下
賜
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
背
景
に
は
慈

聖
皇
太
后
の
篤
い
仏
教
信
仰
が
あ
る
。
そ
の
表
装
は
当
時
の
最
高
水
準
の
染
織

品
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
染
織
品
は
当
時
の
日
明
貿
易
に
よ
っ
て
舶
載
さ

れ
、
後
に
名
物
裂
と
認
定
さ
れ
た
作
品
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、

仏
教
経
典
に
お
け
る
重
要
度
に
よ
り
表
装
に
差
別
が
設
け
ら
れ
た
傾
向
が
み
ら



一
二
八

れ
る
。
智
果
寺
蔵
永
楽
北
蔵
は
現
在
ま
だ
復
元
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

実
際
に
拝
見
で
き
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
復
元
作
業
の
完
成
を
待
っ
て
、
あ

ら
た
め
て
全
面
的
な
考
察
を
行
い
、
技
法
分
析
、
文
様
の
系
統
的
検
討
、
名
物

裂
と
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、
更
な
る
結
論
を
下
し
た
い
と
思
う
。
日
中
の
染

織
史
研
究
の
進
展
に
僅
か
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註

（
１
）　

西
村
兵
部
『
名
物
裂
』（『
日
本
の
美
術
』
第
九
十
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
）
に

よ
る
。

（
２
）　

小
笠
原
小
枝
「
名
物
裂
―
―
中
世
舶
載
染
織
品
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」（
五
島
美
術

館
学
芸
部
編
『
名
物
裂
―
―
渡
来
織
物
へ
の
憧
れ
』、
五
島
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
）

に
よ
る
。

（
３
）　
『
明
史
』
に
よ
れ
ば
、
内
承
運
庫
は
金
銀
紗
羅
象
牙
珊
瑚
な
ど
の
類
を
蔵
し
た
（
沈

従
文
が
い
う
内
庫
は
お
そ
ら
く
内
承
運
庫
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）。
倉
庫
は
ほ
か
に
承

運
庫
、
広
恵
庫
、
広
盈
庫
、
賍
罰
庫
を
含
め
十
庫
が
あ
っ
た
。
承
運
庫
は
黄
白
と
生
絹
、

広
恵
庫
は
巾
帕
・
梳
籠
・
刷
扌
民
・
銭
貫
・
鈔
錠
の
類
、
広
盈
庫
は
紗
羅
と
帛
匹
、
賍

罰
庫
は
没
収
さ
れ
た
官
物
を
管
理
す
る
官
庫
で
あ
る
。
な
お
、『
酌
中
志
』
に
よ
れ
ば
、

広
盈
庫
は
な
く
、
こ
れ
に
広
運
庫
（
黄
紅
な
ど
色
の
平
羅
熟
絹
、
各
色
の
杭
紗
と
綿
布

を
管
理
す
る
）
を
加
え
て
い
る
。
張
廷
玉
等
撰
『
明
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）、

劉
若
愚
『
酌
中
志
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
を
参
照
。

（
４
）　

沈
従
文
「
題
記
」（
李
杏
南
編
『
明
錦
』、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
五
五
年
）
に
よ

る
。

（
５
）　

以
下
の
大
蔵
経
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
会
編
『
大
蔵
経
―
―
成
立
と
変
遷
』（
百

華
苑
、
一
九
六
四
年
）、
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九

三
年
）、
野
沢
佳
美
著
『
明
代
大
蔵
経
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
李

富
華
・
何
梅
著
『
漢
文
仏
教
大
蔵
経
研
究
』（
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
な

ど
を
参
照
。

（
６
）　

仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
た
当
初
、
す
で
に
製
紙
法
は
発
明
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
一

般
に
普
及
せ
ず
、
仏
典
は
縑
や
帛
に
書
写
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
紙
を
用
い
た
経
典

は
、
六
朝
か
ら
隋
唐
に
及
ん
で
益
々
盛
ん
と
な
っ
た
。
僅
か
な
現
存
品
は
す
べ
て
紙
で

表
装
さ
れ
た
巻
子
本
で
あ
る
が
、
当
時
の
装
幀
に
関
す
る
文
献
か
ら
み
れ
ば
、
染
織
品

で
表
装
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
７
）　

木
版
印
刷
が
盛
ん
に
な
っ
た
宋
代
か
ら
、
仏
典
が
巻
子
で
あ
る
理
由
を
失
っ
て
、
そ

の
形
式
は
折
本
へ
と
移
行
し
て
し
ま
う
。
宋
の
勅
版
大
蔵
経
は
世
界
で
十
巻
程
度
し
か

残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一

九
九
三
年
）、
キ
ム
ハ
ク
ス
ン
「
日
本
に
残
る
初
彫
大
蔵
経
木
版
本
」（『
韓
国
の
藝
術

と
文
化
』
一
八
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
８
）　

初
彫
高
麗
大
蔵
経
は
、
中
国
の
宋
の
勅
版
大
蔵
経
を
基
に
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
版
木
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
に
よ
る
火
災
で
一
二
三
二
年
頃
に
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
高
麗
が
十
三
世
紀
に
二
度
目
の
版
木
、
つ
ま
り
再
彫
高
麗
大
蔵
経

を
作
り
、
現
在
ま
で
海
印
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
初
彫
高
麗
大
蔵
経
（
韓

国
三
百
巻
、
日
本
の
京
都
南
禅
寺
一
八
〇
〇
巻
、
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
六
〇
〇
巻
）

は
、
元
来
紙
で
表
装
さ
れ
た
巻
子
本
で
あ
る
が
、
そ
の
後
折
本
に
改
装
さ
れ
た
も
の
も

多
い
。
再
彫
高
麗
大
蔵
経
は
韓
国
の
江
原
道
月
寺
蔵
本
の
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
日
本
（
大

谷
大
学
図
書
館
四
九
九
五
巻
、
増
上
寺
六
五
九
〇
巻
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
紙
で
表
装
さ
れ
た
折
本
で
あ
り
、
改
装
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
詳
細
不
明
。
契
丹
大

蔵
経
は
、
一
九
八
二
年
に
山
西
省
の
応
県
に
あ
る
古
刹
、
仏
宮
寺
の
木
塔
に
安
置
さ
れ

た
仏
像
内
か
ら
、
十
二
巻
が
発
見
さ
れ
、
房
山
雲
居
寺
の
『
石
経
』
と
の
関
係
な
ど
も

確
認
さ
れ
た
。
丸
木
の
軸
、
絹
の
縹
帯
で
装
幀
さ
れ
た
巻
子
本
で
あ
る
。
高
麗
大
蔵
経

の
詳
細
は
、
キ
ム
ハ
ク
ス
ン
「
巻
物
の
高
麗
こ
う
ぞ
紙
が
伝
え
る
知
恵　

初
彫
大
蔵
経

の
韓
国
内
保
管
状
況
」（『
韓
国
の
藝
術
と
文
化
』
十
八
、
二
〇
一
一
年
）、「
日
本
に
残

る
初
彫
大
蔵
経
木
版
本
」（『
韓
国
の
藝
術
と
文
化
』
十
八
、
二
〇
一
一
年
）、「
特
集　

韓
国
の
世
界
遺
産　

八
万
大
蔵
経
と
海
印
寺
」（『
月
刊
韓
国
文
化
』
二
九
三
、
二
〇
〇

四
年
）
を
参
照
。



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
二
九

（
９
）　

金
版
大
蔵
経
は
、
一
九
三
六
年
に
山
西
省
趙
城
県
広
勝
寺
で
発
見
さ
れ
、
現
在
中
国

国
家
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
四
八
〇
〇
余
巻
が
あ
り
、
山
吹
茶
色
の
紙

で
表
装
さ
れ
る
巻
子
本
で
あ
る
。
詳
細
は
方
自
金
ら
「『
趙
城
金
蔵
』
発
見
始
末
及
其

版
本
問
題
」（『
図
書
館
建
設
』
第
十
二
期
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
10
）　

崇
寧
万
寿
蔵
は
、
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
〜
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
慧
空
大
士

冲
真
ら
が
発
願
し
、
福
建
省
福
州
の
東
禅
等
覚
院
で
開
版
し
た
。
五
八
〇
函
六
一
〇
八

巻
が
あ
る
。
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
に
宋
徽
宗
が
こ
れ
に
「
崇
寧
万
寿
大
蔵
」
と
賜

名
し
、
勅
版
大
蔵
経
に
準
ず
る
扱
い
と
な
っ
た
。
印
経
活
動
は
元
代
ま
で
及
ん
だ
の
で

あ
る
。
毘
廬
蔵
は
、
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
に
本
明
禅
師
が
発
願
し
て
福
建
省
福
州

の
開
元
禅
寺
で
開
版
し
、
紹
興
二
一
年
（
一
一
五
一
）
に
完
成
さ
れ
た
。
五
九
五
函
六

一
三
二
巻
が
あ
る
。
日
宋
・
日
元
貿
易
に
よ
り
多
数
の
毘
廬
蔵
が
日
本
に
伝
来
し
た
。

そ
の
多
く
は
崇
寧
・
毘
廬
二
蔵
の
混
合
版
で
あ
る
。
杭
州
蔵
は
、
至
元
十
三
年
（
一
二

七
七
）
に
白
雲
宗
の
僧
俗
が
発
願
し
て
浙
江
省
杭
州
の
普
寧
寺
で
開
版
し
、
二
七
年

（
一
二
九
〇
）
に
完
成
さ
れ
た
。
五
五
八
函
六
〇
〇
四
巻
が
あ
る
。
増
上
寺
な
ど
で
収

蔵
さ
れ
、
丹
色
の
紙
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。
思
渓
蔵
は
王
士
一
族
の
浄
財
で
浙
江
省
湖

州
思
渓
の
円
覚
禅
院
で
開
版
さ
れ
、
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
に
完
成
さ
れ
た
。
五
五

〇
函
が
あ
る
。
増
上
寺
、
輪
王
寺
、
喜
多
院
、
長
谷
寺
、
大
谷
大
学
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
、

紙
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。
磧
砂
蔵
は
紹
定
四
、
五
年
（
一
二
三
一
〜
一
二
三
二
）
頃
、

蘇
州
磧
砂
の
延
聖
禅
院
で
開
版
さ
れ
た
。
五
九
一
函
六
三
六
二
巻
が
あ
る
。
西
安
の
臥

竜
寺
・
開
元
寺
、
山
西
省
太
原
の
崇
禅
寺
で
全
蔵
が
発
見
さ
れ
た
。
日
本
の
東
洋
文
庫

に
も
二
四
巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
清
音
寺
旧
蔵
）。
黄
色
い
紙
で
表
装
さ
れ
て
い
る 
。

以
上
の
私
版
大
蔵
経
は
い
ず
れ
も
折
本
で
あ
る
。

（
11
）　

天
海
版
大
蔵
経
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
天
台
僧
天
海
が
発
願
し
、
徳
川

家
光
の
援
助
を
う
け
て
東
叡
山
寛
永
寺
に
経
局
を
設
置
し
て
開
板
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
部
で
六
六
五
函
一
四
五
三
部
六
三
二
三
巻
が
あ
る
。
主
に
思
渓
版
蔵
経
、
一
部
に
普

寧
寺
版
蔵
経
・
嘉
興
蔵
を
底
本
と
す
る
。
木
活
字
は
現
在
寛
永
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

三
〇
余
部
が
印
刷
さ
れ
、
寛
永
寺
・
青
蓮
院
・
叡
山
文
庫
な
ど
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

主
に
紙
で
表
装
さ
れ
た
折
本
で
あ
り
、
一
部
は
方
冊
本
で
あ
る
。
黄
檗
版
大
蔵
経
は
寛

文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
黄
檗
宗
鉄
眼
が
黄
檗
山
万
福
寺
宝
蔵
院
で
開
版
し
、
天
和
元

年
（
一
六
八
一
）
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
一
六
五
〇
余
部
六
九
五
〇
余
巻

を
数
え
る
。
嘉
興
蔵
の
覆
刻
本
を
底
本
と
す
る
。
初
刷
本
は
、
後
水
尾
上
皇
に
献
上
さ

れ
、
滋
賀
県
の
正
明
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
明
治
初
年
頃
に
至
る
と
、
日
本
の
約
二
千

箇
所
に
納
経
さ
れ
、
国
外
に
も
輸
出
さ
れ
た
。
版
木
は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
九
）
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
宝
蔵
院
の
収
蔵
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

洪
武
南
蔵
は
、
一
九
三
八
年
に
四
川
省
崇
慶
県
光
厳
禅
院
（
上
古
寺
）
で
発
見
さ
れ
、

現
在
四
川
省
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
正
蔵
は
六
三
六
九
巻
が
あ
り
、
続
蔵
八
七

七
巻
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
紙
で
表
装
さ
れ
た
折
本
で
あ
る
。

（
13
）　

永
楽
南
蔵
は
そ
の
後
多
く
が
散
逸
し
た
が
、
今
日
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
も
の

に
、
中
国
の
国
家
図
書
館
蔵
本
と
甘
粛
省
図
書
館
蔵
本
が
あ
る
。
そ
の
他
、
天
津
図
書

館
、
蘇
州
西
園
寺
、
福
建
泉
州
開
元
寺
な
ど
に
も
一
部
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
紙
で
表
装
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

（
14
）　

武
林
蔵
は
、
永
楽
末
年
信
徒
が
資
金
を
寄
せ
集
め
杭
州
（
武
林
）
で
刊
行
し
た
私
版

大
蔵
経
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
発
見
さ
れ
た
が
、
十
七
巻
の
折
本
し
か
現
存
し
な
い
。

磧
砂
蔵
に
非
常
に
似
て
お
り
、
磧
砂
蔵
の
覆
刻
と
補
刻
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
径

山
蔵
は
、
万
暦
二
一
年
（
一
五
九
三
）
に
杭
州
径
山
の
興
聖
万
寿
禅
寺
で
開
版
さ
れ
た

私
版
大
蔵
経
で
あ
る
。
清
代
に
も
開
版
さ
れ
、
印
刷
が
続
い
た
。
現
在
中
国
で
は
、
故

宮
博
物
院
、
遼
寧
省
図
書
館
、
青
海
省
図
書
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
も

四
十
〜
五
十
蔵
が
伝
来
し
、
現
在
鎌
倉
光
明
寺
・
酉
蓮
社
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

冊
子
体
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）　

山
口
県
快
友
寺
蔵
本
は
、
黄
色
い
厚
紙
を
芯
と
し
て
浅
葱
色
の
化
粧
紙
で
表
装
さ
れ

て
い
る
。

（
16
）　

楊
牧
之
「《
永
楽
北
蔵
》
重
刊
序
言
」（『
中
国
図
書
評
論
』、
二
〇
〇
〇
年
第
五
期
）

を
参
照
。

（
17
）　

慣
例
に
し
た
が
い
、
巻
と
表
記
す
る
が
、
実
際
の
形
態
は
折
本
で
あ
る
。
以
下
の
諸

蔵
本
も
同
様
。

（
18
）　

許
磊
「
我
国
古
代
寺
院
蔵
書
簡
論
」（『
文
献
』
九
四
、
二
〇
〇
二
年
第
四
期
）
を
参



一
三
〇

照
。

（
19
）　

許
彤
「
重
慶
図
書
館
蔵
『
永
楽
北
蔵
』
探
源
」（『
図
書
館
工
作
与
研
究
』、
二
〇
一
〇

年
第
五
期
）
を
参
照
。

（
20
）　D

arui Long, （2005

） T
w
o Rare Buddhist Books in the End of the M

ing 

D
ynasty, CSA

 A
cadem

ic Perspective V
ol.1, pp.59-63

、
及
びD

arui Long, 

（2006

） T
he M

anagem
ent of W

oodblock Engraving of Buddhist Canon in 

China, H
si Lai Journal of H

um
anistic Buddhism

 vol.7, pp.329-351

に
よ
る
。

（
21
）　

明
代
の
粧
花
緞
は
、
経
五
枚
繻
子
組
織
の
緞
子
（
明
代
末
期
か
ら
清
代
の
初
め
に
か

け
て
は
経
八
枚
繻
子
組
織
の
緞
子
が
流
行
し
た
）
の
地
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
小
さ
い

縫
取
杼
で
す
く
っ
て
色
彩
豊
か
な
絹
糸
の
文
様
を
織
り
込
み
、
長
織
杼
（
織
幅
全
体
に

渡
る
）
で
地
緯
を
織
っ
た
も
の
が
多
い
。
な
お
、
緞
子
と
い
う
用
語
は
中
国
に
お
い
て

も
日
本
に
お
い
て
も
、
曖
昧
の
ま
ま
使
わ
れ
て
き
た
。
現
代
の
中
国
の
緞
子
は
、
広
義

に
は
織
物
全
般
を
指
す
が
、
狭
義
に
は
繻
子
織
物
全
般
を
さ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
、
特
に
名
物
裂
の
世
界
に
お
け
る
緞
子
と
い
う
用
語
に
も
、
広
義
と
狭
義
の
意
味

が
あ
る
。
吉
田
雅
子
に
よ
れ
ば
、
広
義
に
は
、
経
緯
に
異
色
の
色
糸
を
使
い
、
地
と
文

様
が
異
組
織
で
織
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
繻
子
組
織
だ
け
で
な
く
、
斜
文
や
錦
や

浮
織
の
も
の
ま
で
が
緞
子
に
含
ま
れ
る
。
狭
義
に
は
、
地
を
経
五
枚
繻
子
組
織
、
文
様

を
緯
五
枚
組
織
で
織
り
出
し
た
も
の
を
限
定
し
て
緞
子
と
い
う
（
吉
田
雅
子
「
明
末
清

初
を
中
心
と
す
る
中
国
と
日
本
の
繻
子
組
織
―
―
組
織
定
義
、
規
準
作
例
、
織
物
分
類
、

織
物
名
称
、
生
産
体
制
」、『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』 

五
一
、
京
都

市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
）。

（
22
）　

張
鵬
翼
等
纂
修
『
中
国
方
志
叢
書
・
華
北
地
方
』
第
二
六
五
号
、
清
光
緒
二
十
四
年

（
一
八
九
八
）
抄
本
、
成
文
出
版
社
有
限
会
社
印
行
）
に
よ
る
。

（
23
）　

野
沢
佳
美
「
明
代
北
蔵
考
（
一
）
―
―
下
賜
状
況
を
中
心
に
」『
立
正
大
学
文
学
部
論

叢
』
一
一
七
、 

二
〇
〇
三
年
）。

（
24
）　

筆
者
が
現
地
調
査
の
際
に
寺
の
関
係
者
か
ら
聞
い
た
伝
承
。
洋
県
に
は
、
こ
の
伝
説

を
内
容
と
す
る
浮
彫
の
作
品
も
あ
る
。
典
拠
は
不
明
。

（
25
）　

修
復
の
作
業
は
二
〇
〇
二
年
一
月
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
西
北
大
学
仏
教
研
究
所

所
長
の
李
利
安
が
率
い
る
修
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

長
期
的
に
古
文
書
の
整
理
と
文
献
の
研
究
に
取
り
込
ん
で
き
た
南
京
師
範
大
学
の
黄
征

教
授
が
特
別
招
聘
さ
れ
た
。

（
26
）　

守
田
公
夫
『
名
物
裂
の
成
立
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
。

（
27
）　
『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
』（
千
宗
室
編
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
十
巻
）
永
楽
七
年
（
一

五
六
四
年
）
の
条
、
及
び
『
神
谷
宗
湛
日
記
』（
千
宗
室
編
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
）

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
条
に
よ
る
。

（
28
）　

ケ
ウ
ロ
ク
緞
子
は
緞
子
の
中
で
も
最
も
古
い
記
録
の
あ
る
名
称
の
一
つ
で
あ
る
。「
ケ

ウ
ロ
ク
段
子
」
の
名
は
『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
』
と
『
神
谷
宗
湛
日
記
』
の
計
八
箇
所

に
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ウ
ロ
ク
は
今
日
的
に
読
む
と
キ
ョ
ウ
ロ
ク
で
あ
り
、
享
禄
年

間
（
一
五
二
八
〜
一
五
三
一
）
に
渡
来
し
た
も
の
を
指
す
。
な
お
、 

必
ず
し
も
享
禄
年

間
に
舶
来
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
古
様
な
趣
の
緞
子
で
あ
る
こ
と
を
示
す

た
め
に
こ
の
名
を
当
て
た
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
29
）　

矢
部
良
明
『
や
き
も
の
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
）、
矢
部
良
明

『
元
の
染
付
』（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

（
30
）　

明
朝
で
は
最
初
宮
廷
で
使
用
す
る
織
物
を
製
造
す
る
機
構
「
内
織
染
局
」
と
、
国
家

の
公
用
に
使
用
す
る
織
物
を
製
造
す
る
機
構
「
外
織
染
局
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
。

外
織
染
局
は
工
部
に
直
属
す
る
織
染
局
で
、
南
京
と
北
京
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
。

地
方
の
織
染
局
は
通
常
杭
州
や
蘇
州
の
よ
う
な
絹
織
物
の
名
産
地
に
配
置
さ
れ
た
。
永

楽
年
間
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
外
織
染
局
は
次
第
に
制
度
が
崩
れ
、
工
部
直
属
の
織
染

局
や
地
方
の
織
染
局
で
も
宮
廷
用
や
公
用
の
織
物
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
31
）　

周
密
『
斉
東
野
語
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

（
32
）　

絲
の
こ
と
。
一
般
の
経
糸
と
緯
糸
を
相
互
に
浮
き
沈
み
さ
せ
て
織
る
方
法
と
違
っ

て
、

絲
織
は
平
紋
の
木
機
を
使
っ
て
、「
通
経
断
緯
」（
機
台
に
張
っ
た
経
糸
に
対
し
、

緯
糸
は
文
様
に
従
っ
て
部
分
的
に
織
り
嵌
め
て
い
き
、
織
幅
い
っ
ぱ
い
の
通
し
糸
と
な

ら
な
い
織
り
方
）
と
い
う
技
法
で
織
り
上
げ
る
。
画
面
の
構
成
は
緯
線
の
変
化
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
織
り
上
げ
た
図
案
は
表
裏
両
面
と
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
色
遣
い
の

緯
糸
で
文
様
を
織
り
上
げ
る
の
で
、
緯
糸
は
そ
れ
ぞ
れ
連
結
し
な
い
た
め
、
モ
チ
ー
フ



陝
西
省
智
果
寺
永
楽
北
蔵
と
そ
の
表
装
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
に
つ
い
て

一
三
一

の
周
囲
に
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
よ
う
な
隙
間
が
出
来
る
の
で
、「

絲
」
は
「
刻
絲
」
と

も
い
う
。

（
33
）　

小
川
貫
弌
『
大
蔵
経
―
―
成
立
と
変
遷
』（
大
蔵
会
編
、
百
華
苑
、
一
九
六
四
年
）
に

よ
る
。

【
図
版
出
典
】

図
１
・
２
・
３　

筆
者
撮
影

図
４
・
13　

南
京
師
範
大
学
黄
征
教
授
撮
影

図
５
・
６
・
11
・
14　

守
田
公
夫
『
名
物
裂
』（
株
式
会
社
淡
交
社
、
一
九
六
六
年
）

図
７
・
８
・
９
・
10
・
12　

西
村
兵
部
『
名
物
裂
』（『
日
本
の
美
術
』
第
九
十
号
、
至
文
堂
、

一
九
七
三
年
）




